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　社会福祉協議会は、福祉に関する悩み事を様々な活動
を通して受け止め、解決まで寄り添う「福祉の総合相談窓
口」です。
　子どもからお年寄りまでの、ライフステージに合わせた
悩みや困り事について、ふれあい福祉相談センターや包括
支援センター等で受け止め、社協が実施するサービスだけ
ではなく、各種団体との協働によって解決を図ります。
　貴方の悩みを、一度社協へ相談してみてください。

お気軽にお越しくださいね！
相談員が親切ていねいに

お答えします。
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このたよりは、みなさまの会費により発行しています。

　ボランティア活動に参加したい、ボランティアを募
集しているといった相談を受け、情報提供や需給調整
（コーディネート）します。月・水曜日、第２土曜日の１０
時～１５時までの間は、自らもボランティア活動者で
あるボランティアコーディネーターが相談にお答え
します。
　ボランティア活動に興味のある方、ボランティアを
募集している施設・団体の皆様、ぜひご相談ください。

ボランティアに関する相談

　日頃の心配事や福祉に関する相談などについて、専門の相談員が対応いたします。誰もが持っている「不
安」や「悩み」、何かに取り組みたいという意欲。ふれあい福祉相談センターは、その気持ちを大切に受け止
める窓口です。お気軽にお越し下さい。

ふれあい福祉相談センター

毎週月曜日　10:00～12:00
　　　　　　13:00～16:00
相談コーディネーター　
社協専門職員対応者

開設日

福祉なんでも相談

毎月25日（土日祭日の場合変更あり）
13:00～16:00
弁護士　
※予約制、定員10名。相談日15日前から受付。

対応者

開設日

心配ごと法律相談
毎月第１土曜日
13:00～16:00
相談コーディネーター　
社協専門職員対応者

開設日

父親相談

毎月第１・３水曜日 10:00～12:00
　　　　　　  13:00～16:00
主任児童委員
相談コーディネーター対応者

開設日

こどもすこやか相談
毎週木曜日
10:00～12:00
相談コーディネーター　
社協専門職員対応者

開設日

家庭なんでも相談

毎月第２・４水曜日
13:00～16:00
身体障害者相談員・知的障害者相談員
相談コーディネーター対応者

開設日

心身障害者相談

相談コーディネーター・結婚相談員対応者

開設日

結婚相談
（男性）毎月第１金・第３日曜日
（女性）毎月第２土・第４金曜日
13:00～16:00

電話　70-6821

開設日

連絡先

毎週月～金曜日   8：15～１7：15
第２土曜日     10：００～１2：００

電話　70-6803
連絡先
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地域包括支援センター「菜の花」
連絡先

権利擁護・成年後見に関する相談は　地域福祉課
連絡先

居住介護支援事業所
「介護なんでも相談室」

連絡先

電話　70-6801

福祉に関する困り事は、
社会福祉協議会へご相談ください。
住所

御殿場市萩原９８８-１　市民交流センターふじざくら内

　高齢者に関する生活の中での不安や悩みの相談を
受け付ける場として、「地域包括支援センター」「居宅
介護支援事業所」を運営しています。
　「地域包括支援センター」は、高齢者の皆様が住み
なれた地域で安心して生活できるように、介護、福祉、
健康、医療など、様々な面から生活を支える機関で
す。御殿場市内に４か所設置され、それぞれが担当地
区をもって運営されています。当社協の「菜の花」は、
玉穂・高根地区を担当しています。
　「居宅介護支援事業所」は、介護に関する幅広い知
識をもった専門家であるケアマネージャーを配置し、
皆様が適切な介護サービスを利用するためのケアプ
ランの作成や、サービス提供事業者への連絡調整を
行います。
　高齢者やその家族の皆様の相談を受け付け、関係
機関と連携して問題の解決に努めます。困った事が起
きたときは、なんでもご相談ください。

高齢者・介護に関する相談

　認知症や知的障がい、精神障がいなどの理由で判断能力が不十分なために、財産管理や契約などを、
ご自身で行うことが難しい場合があります。このような判断能力が不十分な方が、安心して地域で生活
し続けていただくために支援する仕組みが、「成年後見制度」と「日常生活自立支援事業」です。
　御殿場市社会福祉協議会は、成年後見人、補佐人、補助人となり利用者を支える法人後見を実施して
います。
　また、成年後見制度の対象にはならないものの、日常生活に不安のある方に対しては、福祉サービス
の利用や日常のお金の管理をお手伝いする「日常生活自立支援事業」を実施しています。

権利擁護に関する相談

電話　70-6804

対応時間
8：15～１7：15
（緊急時は夜間対応します）

対応時間
8：15～１7：15
（緊急時は夜間対応します）

電話　70-6805
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２月１４日からの大雪による雪害と

　御殿場市は、２月14日（金）から15日（土）の朝にかけ

て大雪に見舞われました。これは、日本の南岸を発達した

低気圧がゆっくりと通過したためで、特に山梨県で記録的

な大雪となりました。

　多くの地域で過去の最深積雪を大幅に更新したこの大

雪は、御殿場市内においても場所によっては１ｍを超える

積雪をもたらし、大きな混乱を招きました。

　そのような中、この雪害に対してボランティアによる支

援活動が各地で行われました。山梨県内を中心に群馬県、

長野県、埼玉県等の市町において、最大で23か所の災害

ボランティアセンターが立ち上がり、住民の生活の復旧に

向けて多くのボランティアが活動しました。

　静岡県内では、小山町須走に「小山町雪害被害世帯支

援センター」が立ち上がり、79件の要望に対して延べ

503人のボランティアが活動しました。

雪かき件数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10件
対応ボランティア（職員）数・・・・15名
小山町への職員派遣・・・・・・・・・・５名

市内の対応
　御殿場市社会福祉協議会では、この雪害に対して、高齢者や障

がい者等の自力での雪かきが困難な方を中心に雪かきの支援に回

り、小山町雪害被害世帯支援センター運営支援の為に職員派遣を

実施しました。

　今回の雪害対応を通して、要支援者の把握の方法や関係機関と

の連携に課題があることがわかりました。今後の災害対応のため

しっかりと準備をしていきます。
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　このイベントは、静岡県御殿場
健康福祉センターの実施する
「ふじのくにエンゼルパワース
ポット活用事業」の委託を受け、
小山町社会福祉協議会と共に実
施しました。

　父親料理教室は、日頃子どもと
接する機会の少ない父親を対象
に、調理を通じて子どもとのコ
ミュニケーションを図ることを目
的に開催しています。

　２月１日(土)、２日(日)に、婚活イベント「富士山麓 誰もが恋
する２日間」を開催しました。御殿場社協婚活研究所としては
初めての宿泊を伴うイベントとなりましたが、男性16名、女性
12名と多くの方に参加いただきました。
　富士山周辺のエンゼルパワースポット巡りや御殿場プレミ
アム・アウトレットでの買い物等、地元に密着したプログラムを
実施し、６組のカップルが誕生しました。
　婚活研究所の実施するイベントの特徴としては、恋愛や結
婚についての座学が組み込まれていることと、アフターフォ
ローがあることです。これが参加者の
高い満足度につながっています。
　結婚について真剣に考えているあ
なたのご連絡をお待ちしています。

婚活、結婚に関する相談は 御殿場社協婚活研究所へ　　電話70-6803

６組のカップルが誕生しました

親子で、「愛情たっぷりホカホカ“しゅうまい”」づくり

　３月１日(土)、市内在住の小学生とその父親を対象に父親
料理教室を開催しました。今回は、しゅうまいと御殿場コシヒ
カリのおにぎりを親子で協力して調理しました。
　参加者からは、「自分の子どもが協力して料理していると
ころを初めて見たので感動した。」「父親同士の交流もでき
て為になった。」といった感想が聞かれました。　
　親子一緒に悪戦苦闘しながら調理し、おいしい料理と笑顔
が溢れる教室となりました。

美
味
し
い

し
ゅ
う
ま
い
が

出
来
ま
し
た
。
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平成25年度市内施設見学の様子
（秩父宮邸と樹空の森）

　ボランティア活動を通して、
障がいのある子どもたちへの理解を深めるとともに、
地域の指導者としての基礎作りを行います。
　特別支援学校の児童生徒の理解者を増やし、
応援団を育てます。
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